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主体的・対話的で深い学び（能動的で他者と協働した学び） 

 

 

必要に応じて、個別と
協働の場を往還できる
とよいです。 

まとめは、学習内容（板書）をもとに、自分の言葉で簡潔に表現します。 
振り返りは、何をどのように学んだのかを表現する中で、自己の学びを自覚するとと
もに、次時に生かせる気付きに導くことが大切です。振り返りは次時につながってい
ると考えましょう。 

授業中、児童生徒にどこまで任せ、いつまで待てばよいかは、先生方の児童生徒の姿の見取りと深い教材研究で明らかに
なります。あなたにとって＜伴走者としての教師＞は、どのような姿ですか?理想の姿を、校内で話題にしてみてください。 

めあてを「なぜ（どうして、どのように）～か」とすると自分事となり学ぶ意欲が高まります。 

課題解決への見通しがもてれば、児童生徒は自ら動き出します。 
学び方を自己決定できるように支援しましょう。 

対話・交流では、次のような視点で問いかけて思考を促しましょう。 
つなぐ:「今の意見、前の話とどう関係している?」 
比較する:「どちらの考えに共感できる?その理由は?」 
深める:「もっと、その説明詳しく言える?」 
広げる:「他にもどんな見方があるかな?」 等 

☑    環境の構成＜伴走者としての教師＞ 学習過程（主な学習活動） 

 

新たな視点をもてるように「その現象は、他の場所でも起きているかな?」「別の立
場の人だったら、どう考えるだろう?」「時間が経つと、どう変わると思う?」などと問い
かけられるとよいです。 

思考が深まるように「どういう意味だと思う?」「その言葉、どこで見た?」「どうしてそう
考えたの?」「他の方法ではどうなるかな?」などと問い返しましょう。 



健康・安全等の教科等横断的な
教育内容を地域の組織や住民と考える

地域にある組織や計画を
自校の教育課程に生かす


